












(2)では、「とつぜん」を「ふいに」に換えると、 非文になる。 このことから、 両語の間には
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無意志性の行為「十一時五十八分、 不意に大きな地震が襲つてきた」「不意の事故」などの





しかし、 次の(4)のような例は、 森田(1989)の 「マイナスの事柄に「思いがけない」「思
いもよらない」「意外だ」の気持ちが加わり、 さらにマイナスの結果が添うという限定され
た状態のとき「不意に」が用いられる」という「ふいにJについての記述では、説明できない。
(4) 足元のれんげ田には、 ところどころ土がのぞいている。「昔、 れんげ畑のでてくる絵




なく起こる様子を表す。 プラスマイナスのイメ ー ジはない」こと、「何の前ぶれもなしに急
激な変化が起きることを誇張的に表し、話者の驚きの暗示を伴う」ことを述ぺているが、「ふ












3. 1. 1 述語に現れた特徴
「とつぜん」と「ふいに」の文末の述話には、(6)一(8)の「いる、似る、梢通する」のよう
に動作・変化を伴わず、 形容詞的性格を持つ静態動詞は来ないが、(9a) (9b)の 「立ち止
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じめた」を、(17)の 「割れた」は「割れた」その一時点を意味している。(15)の「走る」は、 限
界性を持たない動詞であるが、⑯の「脱ぐ」と(17)の「割れる」は、 限界性を持つ動詞である。
また、 限界性を持つ動詞のうち、(16)の「脱ぐ」の ような動詞は、 開始限界と終了限界の両方
を持つ動詞であるが、(17)の「割れる」のような動詞は、 開始限界と終了限界が同ーである動



























はなく、「第は 1とつぜん／ふいに 1 とどろく。」のような性質属性を述ぺる場合は、非文とならない。
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9 「ふいに」の実例 (230例）の中で、意志性を持つものは77例（全体の33.48%）で、 持たないも
のは153例（全体の66.52%) である。








一瞬のうちに起こることを表すと言える。このことは、森田 (1989) にも、飛田・浅田 (1994)
にも、その中の一部しか言及されていない。また、その一瞬に起こる事態が予想とどう関わ
るかは、両語の意味的な違いであるということも言える。
B. 文の内容に、プラスもしくはマイナスのイメ ー ジが あるかどうかについて。森田 (1989) は、
「ふいに」はプラスのイメ ー ジではなく、マイナスのイメージを表すとしており、確か
に実例には、図のような、マイナスのイメ ー ジを表す例が多い。しかし 、知）のように、「ふ
いに」はプラスでもマイナスでもないイメ ー ジを表すこともできる。








行方不明になってしまった」の部分から、マイナスのイメ ー ジを表していると言える。 一方、
函は、「一羽だけでなく、その声に応えるかのように、遠くからもまた美しい暗き声が開こ
えてくる」の部分から、 プラスでもマイナスでもない、中立的なイメ ー ジを表していると 考
えられる。このようにみると、森田 (1989) の「マイナスの事柄に「思いがけない」「思い
もよらない」「意外だ」の気持ちが加わ り、さらにマイナスの結果が添うという限定された
状態のとき 「不意に」が 用いられる」という 「ふいに」についての記述には、修正が必要だ
と言える。





は、 「「前舶れ」や 「予想」の有焦と関係なく、 一瞬のうちに何かが起こる」という特徴があ
るが、 「ふいに」には、「予想もしていなかった事態が一 瞬のうちに起こる」という特徴があ
る。 これらに共通するのは、 「事態が一 瞬のうちに起こる」、 つ まり「突発性Jという意味で
ある。 この意味は、 文末の述語が完了した動的事態を表し、 しかも「迎動性」と「限界性」
を持つこと、 両語と直後にくる述語との関係が密接であること、 また、 一人称で意志的な動
作を表せない、 という構文的な特徴に現れている。 両語の意味的な違いは、 その突発的な出
来事が予想とどう関わるか、 という点にある。
また、 文の内容にブラスマイナスのイメ ー ジがあるかどうかをみると、「ふいに」には、
マイナスのイメ ー ジ、 またプラスでもマイナスでもないイメ ー ジを表せるものの、 プラスの
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